
AIDS Network YOKOHAMA Newsletter    Voll.223  2021．6.10  -1- 

 

 

ＡＩＤＳネットワーク横浜 ニュースレター 
発行：特定非営利活動法人 ＡＩＤＳネットワーク横浜 

〒231-0015 横浜市中区尾上町 3-39 尾上町ビル９Ｆ 

℡：045-201-8808 fax：045-201-8809 

ホームページ http://www.netpro.ne.jp/any/   

 e－mail : any@netpro.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ問題に翻弄されて２年近くにな

ります。活動全てに制限が生じ、本来の

電話相談等の活動、ミーティングも難し

くなり問題の多い病気になすすべもな

く、健康管理がマスク頼りとなり、全世

界から発信されたウイルスの猛威は留ま

ることなく我々の生活に入り込んできま

した。そんな中での、我々のエイズ・性

感染症等の相談は、相談員の人数制限を

守りながらの活動です。閉ざされた活動

の中で悶々と悩み、耐え切れず去ってい

ったメンバー、残って頑張り活動を続け

てくれる 29 年の絆の人たち、人それぞ

れです。 

今季に入り、コロナ問題もワクチン接

種が高齢者から始まり、私も一回目を済

ませたところです。２９年＋年齢を考え

ると、あせる気にもなります。まだまだ

私たちの活動はやりきれてはいません。 

日本の性教育は遅れています。ハーフ

タレントの多くの方たちがメディアを通

じ発信しています。その話の内容は実に

赤裸々でわかりやすく、テレビで聞いて

いても違和感なくうらやましいとさえ感

じるものです。 

 私たち「ＡＩＤＳネットワーク横浜」

は、電話相談と出前講座、ボランティア

学校の３本立ての活動が主たるもので

す。中学３年生卒業前の講座では制約が

多い中で、講師は学校側と打ち合わせを

行い正しい知識を伝えるために苦心して

います。子どもたちは、玉石混交のネッ

ト情報などから「そのくらいのこと知っ

振り返って２９年 
認定ＮＰＯ法人 ＡＩＤＳネットワーク横浜     

理事長 笹田 克子 

http://www.netpro.ne.jp/any/
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ている！」と間違った情報を得ているか

もしれない中で、科学や人権の視点で性

を自分が生きていくうえで大切なもので

あると受け止める機会になるよう限られ

た時間で話しています。 

 エイズが不治の病として、我々の前に

その姿を見せた１９９０年代を思い起こ

すと、今回のコロナ報道と違い、報道さ

れる内容は興味だけが先行する状況だっ

たと記憶しています。少しでも確かな知

識を入手したいとシンポジウムの梯子で

勉強に行ったことを思い出します。そし

て、１９９３年に組織を立ち上げまし

た。医学の力は日進月歩ですが、現在年

間１5００人ほどがＨＩＶ／ＡＩＤＳの

感染報告がされています。正しい知識と

責任があなたを守ります。ＨＩＶにはま

だワクチンがありません。      

      〈総会後の感想から記す〉 

 

 

 

  

 

 

 

ＨＩＶ、ＡＩＤＳについての話題性が減っています。その中で、最盛期には 100 人

に迫る会員数を持った本会ですが、現在は２０名を切っています。電話相談は横浜市

の委嘱を受けて実施していますが、当番のやりくりに苦労し始めています。交通費の

み支給の本当のボランティア精神にお願いして動いているＮＰＯです。少しでも手伝

おうかなと思う方、募集中です。メールで any@netpro.ne.jp にお知らせください。 

 

〈２０２０年度事業報告〉 

新型コロナウィルスに振り回されなが

ら、出来ることをやるに徹した１年間で

した。 

① 一般社会に対する教育、啓発

活動 

１．第２８期ボランティア学校開催は

中止。（企画部） 

相談員の養成、市民への啓発を目

的とするＡＩＤＳボランティア学校

は、緊急事態宣言と重なり、中止と

しました。 

２．ＡＩＤＳ文化フォーラム in 

Yokohama 参加（企画部） 

８月８日にオンライン形式での１

日開催となりました。 

ボランティア学校で企画してい

た、「瀬尾 緑」（横浜市大付属病院

Ｓ．Ｗ．）さんの講演を展開しまし

た。全国から 202 人の聴講があり、

内容、画像音声の明瞭さ共に好評で

した。 

定期総会報告 

事務局長 堀尾 吉晴 

mailto:メールでany@netpro.ne.jp
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３．世界ＡＩＤＳデー in Yokohama 

は中止 （企画部） 

コロナ感染予防のため、主催者判

断で中止となりました。 

４．出前講座講師派遣（出前講座部） 

   今年度は、高等学校４校（７回講

演、１５００名）、中学校４校（５

回講演、７００名）で開催しまし

た。感染予防対策下での開催で、リ

モート、オンライン、分割方式など

さまざまな対策が行われましたが、

それらに対応して展開することが出

来ました。 

   学校の予防対策に応じながら、性

の多様性、ＳＴＩ全般、避妊など、

広い内容の要請に応えられ、講演後

のアンケートでは好評であり、その

アンケートでの質問に対して、すぐ

に文書で回答をしていることも信頼

につながっています。中学生には新

たに作成した相談窓口のパンフレッ

トも配布しました。 

 

② 電話相談（電話相談部） 

   ＨＩＶ、ＳＴＩ、および性にかか

わる悩み、不安をかかえる方に対し

て、相談の窓口となり、不安の解

消、とるべき行動などを共に考え

る。また、ＨＩＶ、ＡＩＤＳなどの

情報を求める方に対して、最新の正

確な情報を提供する。それらを通し

て、ＨＩＶの感染者の拡大を抑制

し、感染に対する非科学的な恐怖感

を軽減し、感染者の人権が守られる

環境を作る。それらを目的に、横浜

市委託事業として、毎週水曜日の

18：00～21：00、土曜日の 15：00 

～18：00 に開設していますが、今

年度は、新型コロナウィルスによ

り、４月初旬から６月初頭まで横浜

AIDS 市民活動センターが休館とな

り、その間は休止となりました。 

   相談件数は例年の３割強ほどに減

少しました。相談回数の減もありま

すが、三密を避ける行動が定着し、

不安行為が減ったことによるものと

思われます。男性同性愛の方からの

相談の比率が高くなっています。年

齢層は 20 代が最も多く、女性から

の相談が他団体の電話相談に比べて

多く 15％、神奈川県民は 25％とな

っています。正しい知識が浸透して

いないこと、ＳＮＳの正誤とりまぜ

た情報に惑わされている状況が見ら

れます。電話相談での匿名対話形式

は、徒な不安感を解消し、ストレス

を緩和するには最適な手段と言えま

す。 

③ ニュースレターの発行、他団体

との交流及び広報活動（広報部） 

新型コロナの影響で、ニュースレ

ターは２２３～２２５号の３回の発行に

とどまりました。ホームページにはニュ

ースレターのアップを行いました。 
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令和２年度の出前講座の報告は事業報告の

通りです。私は中学校４校を担当しました。

２０２０年３月（令和元年度）は、全国一斉

の休校と重なり講座当日に中止になった学校

もありました。ここでは、２０２１年２月～

３月に実施した報告です。 

４校とも体育館での対面での講座となりま

した。生徒同士の間隔をあけて座る、また生

徒数の多い学校は２回に分けて行うなどコロ

ナ禍の中で工夫をしながらの実施となりまし

た。 

おもな内容など 

学校と相談し、○性の多様性 ○思春期の

発育・発達について（射精・月経）○性感染

症（水の交換を含む）○関係性（デートＤ

Ｖ）などのテーマを組み合わせて行っていま

す。「水の交換」では８人のコップの水が全

員、ピンク色に染まり、感染の広がりを生徒

は実感できました。また、教員にセリフを演

じてもらう「デートＤＶ」のワークショップ

では、“つきあうこと、関係性”について考え

る時間となりました。 

教師や生徒の感想 

〈生徒の感想〉 

 ・女性のみなさんがどんなことを思っている

か知れて良かった。射精をたくさんやってダ

メなことではないと知れて少しほっとした。

（男子） 

・性やからだのことを肯定的に受け止めるこ

とができた。（女子） 

・性的なものを恥ずかしくないと思うことは

自分にとってかなり難しいし、恥ずかしくな

いと思うこと自体、自分は恥ずかしいことだ

と思ってしまうから、考え方は変わらなかっ

た。（男子） 

・今回の話を聞いて自分や相手のこと、環境

や場面を考えることの大切さがわかりまし

た。まだ成長途中だからこそ、たくさん学ん

でこれからに活かしていきたい。 

・今日の講演で話してくれたことは、保健の

授業で教えてもらったことより、広いことだ

と思いました。 

・私は小さいころからスカートなどの女性ら

しい服装が嫌いで、ふだんでもジェンダーレ

スファッションといわれるものを着ていま

す。はじめは変なのかなと思っていました

が、話を聞いて、改めて自分らしく生きよう

と思いました。（女子） 

・みんな最初の方は具体的な言葉に笑ってい

たけど、最終的にはまじめに話を聞いてい

て、私を含めたみんな性は恥ずかしいことで

はないのだという認識がもてたということな

のではないかと思った。まだまだ性について

の偏見がある時代だから、こういう機会はと

ても貴重だし大切だと思う。周りの大人は教

えてくれないから。（女子） 

・今まで性行為のことは親とかにも相談でき

なかったし、友達の間では下ネタのようには

なしていたけど、人として大切なことだと改

めて知り、自分をコントロールしようと思っ

た。（男子） 

 

 

 

昨年度の出前講座を終えて   中野久恵 
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ＢＯＮＤプロジェクトは、街頭やネッ

トでパトロール（アウトリーチ）をして

ハイリスクな若年女性とつながり、メー

ル、ＬＩＮＥ、電話や面談で相談に対応

し、保護や同行支援等を行っている団体

です。今回は、コロナ禍のもとで若年女

性が置かれている状況についてお聞きし

ました。 

ＢＯＮＤプロジェクトは、2006 年に

「ＶＯＩＣＥＳ ＭＡＧＡＺＩＮＥ」を

発行し、２００９年ＮＰＯを設立。 

活動の中心は、「聴く・伝える・つな

げる」であるが、組織そのものが専門家

とつながりあって相談・支援・一時保

護・自立の援助と幅広い活動を展開され

ている。 

聴く：ありのままの声を聴き表現
できる場を作る。ＬＩＮＥ相談、メール

相談、電話相談、面接相談、ｂｏｎｄ＠

よこはま相談室、ネットパトロール、街

頭パトロール、カフェ型移動相談。虐待

や暴力を受けているとわかると家に帰せ

ないのでＢＯＮＤで一時保護することも

ある。 

伝える：女の子の声を知って

もらう。フリーペーパー「ＶＯＩＣＥＳ 

ＭＡＧＡＺＩＮＥ」発行、講演会・啓発 

 

 

 

 

活動、１０代２０代の女性を対象とし

たイベント、渋谷のラジオパーソナリテ

ィ「渋谷の漂流少女たち」に出演 

つなげる：一人一人に見合っ

た支援、おとなにつなぐ。弁護士と連携

し、他の専門機関へつなぐ。一時保護、

同行支援、中長期保護（自立生活支援） 

 

具体的な活動のようすや子

どもの実態 
Twitter やＹｏｕＴｕｂｅ、テレビ、

新聞等で紹介され、広く「伝える」活

動。 

ネットパトロールや街頭パトロールな

どにより見つける活動。また、動く相談

室として電話相談、ＬＩＮＥ・メール相

談、面接相談、出張相談などにより、シ

ェルターでの一時保護につなげている。

そして、弁護士と連携し、医療機関や警

察などへの同行支援を行っている。 

１８歳未満は、児童相談所へ１８歳以

上は女性相談センターや生活困窮自立支

援窓口につなげる。家にも帰れず公的機

関にもつながらない場合、「ボンドのイ

エ」で中長期的保護（自立生活支援）を

行っている。 

「ｂｏｎｄ Ｐｒｏｊｅｃｔ＠かなが

わ」 は、１０代２０代の女の子のため

若年女性を取り巻く現状～スティホームできない少女たち～  

講師 ＮＰＯ法人 ＢＯＮＤプロジェクト 橘 ジュン 
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のカフェ型相談室が開設されている。毎

週水・日曜日 13：00～19：00 

・カフェ型の居場所：オープン時間内

で面談、電話、ＬＩＮＥ、メール相談の

対応。「相談」することのハードルが高

く、相談窓口にたどり着けない。困難を

抱えていても「今」は相談することまで

望んでいない。 

・街頭パトロール、声掛け：横浜、川

崎、関内駅周辺。相談カードの手渡し。 

シェルターでの緊急一時保護：弁護

士、児相との連携。 

同行支援：児童相談所、福祉事務所、

病院、警察、役所、ハローワーク、各種

手続き等 

１０代２０代の女の子のための自立準

備のための家として「ボンドのイエ」が

あります。これは、公的支援につながれ

ない、制度にたどり着けない場合の家で

す。 

子どもたちは、「行く場所がない、お

金がない、自立準備のための拠点がな

い」ため、「居場所はネットカフェ、講

演、ＳＮＳで知り合った男性宅、カラオ

ケ、ネットカフェ」というような背景が

あります。 

「ボンドのイエ」で提供するものは、

①安心できる生活、②生活習慣の獲得

（料理・洗濯・そうじ・お風呂の入り

方・食べ方）③心のケア（スタッフとの

会話・面談、臨床心理士によるカウンセ

リング・共同生活者との関係づくり）④

つながりを増やす（必要に応じて他の支

援機関や自助グループなどの紹介）⑤自

立へのサポート（仕事を探す、自立まで

の計画を一緒に立てる、家探しなど自立

準備の保護）と幅広くされている。生育

歴の中で生活習慣を獲得できなかったと

いう現実に心が痛む。 

「緊急事態宣言」が発令さ

れ・・・ 
２０２０年４月の新型コロナウイルス

感染拡大に伴う「緊急事態宣言」が発令

され、外出自粛・休業要請により「ステ

ィホーム」の掛け声のもと、多くの人が

自宅で過ごすことを余儀なくされた。

BOND プロジェクトにも「コロナ

で・・・」という相談が増えていった。

家が安全ではない、安心できる場所では

ないという状況の子どもからの相談も多

く届いた。このような状況下で遠方に住

む子どもに会いに行くことが困難になり

緊急調査を実施した。アンケート結果か

ら、①家族・おうちのこと②体・心のこ

と③ネット、ＳＮＳ④お金、暮らしのこ

と⑤学校のこと⑥望まない妊娠などたく

さんの困った声が寄せられた。この結

果、BOND プロジェクトでは、オンラ

イン面談の定期的な開催やネットパトロ

ールの強化を行っている。このような活

動は行政でフォローできていない面を支

えている。資金面はどう工面されている

のか知りたいところでした。 
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 ぷれいす東京は、予防啓発、直行支援、研究／研修を行っている。 

生島さんからは、歴史・日本・世界・現在と豊富な資料が提示され講話が進んだ。

一部の内容についてお伝えします。 

現在の事例から 

１０代のゲイ男性からの電話相談。去

年くらいから体調不良が続いてＨＩＶの

ことが不安で病院に行きＨＩＶ検査を受

けたら、確認検査が必要になり怖くなっ

て、検査結果を聞きに行けない。来月か

ら専門学校に行く予定になっていて陽性

だったら学校に行っている間に発症した

らどうしようと不安。父親の健康保険に

入っているが、ゲイであることを伝えて

いないので相談しにくい。どうしたら？

というもの。 

この事例からもわかるように検査を受

けても結果を受け止めることへのハード

ルの高さ、ゲイであることを家族に伝え

られない悩みなどＨＩＶの持つ社会的な

問題が示された。 

 

アンケート調査から 

ＭＳＭを対象としたＧＰＳ機能つき出

会い系アプリに国内限定で広告を出し、

同意を得た利用者にアンケートを実施し

た「ＬＡＳＨ調査」の詳細な報告があっ

た。一部を紹介する。 

・ＨＩＶ検査を１回も受けたことがな

い人。 

16～19 歳：80.1％ 

20～24 歳：56.8％ 

25～29 歳：51.5％ 

・何らかの薬物を使用開始した年齢

（使用者のうち） 

10 歳未満：0.2％ 

10～15 歳：2.8％ 

16～19 歳：17.8％ 

20～24 歳：37.5％ 

25～29 歳：22.8％ 

・悩みやストレスがありますか？ 

16～19 歳：88.2％があると回答 

 

HIV感染・感染リスクを低減するため

の予防戦略の有効性 

・ＨＩＶを治療する薬を使う（ＡＲ

Ｔ） 

・ＨＩＶを予防する薬を使う（ＰｒＥ

Ｐ） 

・コンドームを使う 

・リスクの低いセックスだけをする 

・同じＨＩＶのステータスのパートナ

ーだけを持つ 

・セックスをしない 

すべての方法で効果的にリスクを減ら

すことができる。戦略を組み合わせれ

ば、さらに効果的な場合もある。 

 

ＨＩＶ／ＡＩＤＳのイメージをＵＰＤＡＴＥしよう！ 

 

認定ＮＰＯ法人ぷれいす東京 代表 生島 嗣さん 
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お知らせ 

2020 年度、当団体へご寄付をいただいた方 

いただいたご寄付は、ＡＮＹのさまざまな活動に活用させて

いただいています。ここにお名前を掲載し、感謝申し上げま

す。 

 岡安敬夫様 直喜屋様 清治ヒロ様  

株式会社 笹田組様 ステイト工業（株）様 小林正二様 北原美智子様 

市川由美子様 (有)まるこ家具店様 横浜商工会議所様  

㈱大和 代取 佐藤正道様 望月建材㈱ 代取 望月明様 伴整形外科様 
 

☆ 会員の皆さまへ 2021 年度 会費納入のお願い・・・同封の振込用紙

でお願いします。 

払い込み先：ゆうちょ銀行 

加入者名：ＡＮＯ法人ＡＩＤＳネットワーク横浜 

口座記号番号：00230-1-135371 

会費：一般会員 6000円 学生会員：3000円 賛助会員：5000円 

現在・・・ＨＩＶ陽性者への支援とそ

の背景 

Ｕ＝Ｕ（検出限界以下は感染しない） 

検出限界以下の状況が６カ月続くと、

ＨＩＶは感染しない。ＨＩＶ陽性のパー

トナーのＨＩＶウイルス量が抑制されて

いれば、カップルはコンドームを使わず

にセックス、ＰｒＥＰもしていないとい

うケースでも、遺伝子的なつながりのあ

る感染は認められなかった。 

しかし、ＳＴＩは感染する。Ｕ＝Ｕで

も予防は必要。性感染症、梅毒、    

Ａ，Ｂ，Ｃ型肝炎などが存在する。 

日本の陽性者の現状 

２～３カ月に１回の通院。一日１回の

内服が 91.5％。 

現在は、治療の開始はなるべく早くと

なっている。 

〈２０２１年５月２３日（日）人間と

性教育研究協議会主催のオンライン講座

より。中野久恵〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈情報〉 

第２９期ボランティア学校の予定 

現在、企画中です。詳細が決定したらお知らせします。 

期間は、９月～１０月にかけて行う予定です。 

ＡＩＤＳ文化フォーラム 

８月６日～８日まで開催の予定です。詳細は未定です。 


